


資 料 編

名称

中
通
り
広
域
水
道
圏

会
津
広
域
水
道
圏

計

浜
通
り
広
域
水
道
圏

計

合計

県
北
ブ
ロ
ッ
ク

県
南
ブ
ロ
ッ
ク

計

構成市町村

福島市、川俣町、飯野町、
桑折町、伊達町 、国見町、
梁川町 、保原町 、霊山町 、
月舘町 、二本松市 、安達町 、
大玉村、岩代町 、東和町 、
本宮町

計 市 町 村

白沢村、郡山市、三春町、
小野町、滝根町 、大越町 、
都路村 、常葉町 、船引町 、
須賀川市 、長沼町 、鏡石町、
岩瀬村 、天栄村、古殿町、
石川町、玉川村、平田村、
浅川町、白河市 、西郷村、
表郷村 、東村 、泉崎村、
中島村、矢吹町、大信村 、
棚倉町、矢祭町、塙町、鮫川村

計 市 町 村

計 市 町 村

会津若松市 、北会津村 、
磐梯町、猪苗代町、河東町 、
喜多方市 、熱塩加納村 、
北塩原村、塩川町 、山都町 、
西会津町、高郷村 、
会津坂下町、湯川村、柳津町、
会津高田町 、会津本郷町 、
新鶴村 、三島町、金山町、
昭和村、田島町、下郷町、
舘岩村、檜枝岐村、伊南村、
南郷村、只見町

計 市 町 村

計 市 町 村

原町市 、相馬市、新地町、
鹿島町 、小高町 、飯舘村、
広野町、楢葉町、富岡町、
川内村、大熊町、双葉町、
浪江町、葛尾村、いわき市

計 市 町 村

計 市 町 村

市 町 村（ 市町村）

面積
行政人口

地域

県北地域

県中地域

県南地域

計

会津地域

南 会 津
地 域

計

相双地域

い わ き
地 域

計

合計

構成市町村

福島市、川俣町、飯野町、
桑折町、伊達町 、国見町、
梁川町 、保原町 、霊山町 、
月舘町 、二本松市 、
安達町 、大玉村、岩代町 、
東和町 、本宮町、白沢村

計 市 町 村

郡山市、三春町、小野町、
滝根町 、大越町、都路村、
常葉町 、船引町 、
須賀川市 、長沼町 、
鏡石町、岩瀬村 、天栄村、
古殿町、石川町、玉川村、
平田村、浅川町

計 市 町 村

白河市 、西郷村、表郷村 、
東村 、泉崎村、中島村、
矢吹町、大信村 、棚倉町、
矢吹町、塙町、鮫川村

計 市 町 村

計 市 町 村

会津若松市 、
北会津村 、磐梯町、
猪苗代町、河東町 、
喜多方市 、熱塩加納村 、
北塩原村、塩川町 、山都町 、
西会津町、高郷村 、会津
坂下町、湯川村、柳津町、
会津高田町 、会津本郷町 、
新鶴村 、三島町、金山町、
昭和村

計 市 町 村

田島町 、下郷町、舘岩村 、
檜枝岐村、伊南村 、
南郷村 、只見町

計 町 村

計 市 町 村

原町市 、相馬市、新地町、
鹿島町 、小高町 、飯舘村、
広野町、楢葉町、富岡町、
川内村、大熊町、双葉町、
浪江町、葛尾村

計 市 町 村

いわき市
計 市

計 市 町 村

市 町 村（ 市町村）

面積
行政人口

注 表中の 印は合併前市町村

名称 構成市町村 面積
行政人口

地域 構成市町村 面積
行政人口



資 料 編

広域圏

中
通
り
広
域
水

道
圏

県北ブロック

県南ブロック

小 計

会 津

広域水道圏

浜 通 り

広域水道圏

県 計

年度 人口

（千人）

給 水 人 口

上水道

（千人）

簡易水道

（千人）

専用水道

（千人）

合計

（千人）

水 道
普及率
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．

水 道 数

上水道

（カ所）

簡易水道

（カ所）

専用水道

（カ所）

合計

（カ所）

用水供給事業

給水対象人口

（千人）

事業数

（カ所）

広域圏 年度

給 水 人 口
水 道
普及率

水 道 数 用水供給事業

人口 上水道 簡易水道 専用水道 合計 上水道 簡易水道 専用水道 合計 給水対象人口 事業数

（千人） （千人） （千人） （千人） （千人） （％） （カ所） （カ所） （カ所） （カ所） （千人） （カ所）
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広域圏及び
ブ ロ ッ ク

中
通
り
広
域
水
道
圏

県北ブロック

県南ブロック

小 計

会津広域水道圏

浜通り広域水道圏

県 計

年度

上 水 道

一人一日給水量

最大

（ ）

平均

（ ）

一日給水量

最大

（ ）

平均

（ ）

年間給水
量

（千 ）

簡 易 水 道

一人一日給水量

最大

（ ）

平均

（ ）

一日給水量

最大

（ ）

平均

（ ）

年間給水
量

（千 ）

専 用 水 道

一人一日給水量

最大

（ ）

平均

（ ）

一日給水量

最大

（ ）

平均

（ ）

広域圏及び
ブ ロ ッ ク 年度

上 水 道 簡 易 水 道 専 用 水 道

一人一日給水量 一日給水量
年間給水
量

一人一日給水量 一日給水量
年間給水
量

一人一日給水量 一日給水量

最大 平均 最大 平均 最大 平均 最大 平均 最大 平均 最大 平均

（ ） （ ） （ ） （ ） （千 ） （ ） （ ） （ ） （ ） （千 ） （ ） （ ） （ ） （ ）



資 料 編

地 域

地 表 水 地 下 水
湧 水 浄水受水 計

ダ ム 湖 水 表 流 水 伏 流 水 浅 井 戸 深 井 戸

取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合

県 北

県 中

県 南

会 津

南会津

相 双

いわき

計

地 域

地 表 水 地 下 水
湧 水 浄水受水 計

ダ ム 湖 水 表 流 水 伏 流 水 浅 井 戸 深 井 戸

取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合

地 域

地 表 水 地 下 水
湧 水 浄水受水 計

ダ ム 湖 水 表 流 水 伏 流 水 浅 井 戸 深 井 戸

取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合

県 北

県 中

県 南

会 津

南会津

相 双

いわき

計

地 域

地 表 水 地 下 水
湧 水 浄水受水 計

ダ ム 湖 水 表 流 水 伏 流 水 浅 井 戸 深 井 戸

取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合

地 域

地 表 水 地 下 水
湧 水 浄水受水 計

ダ ム 湖 水 表 流 水 伏 流 水 浅 井 戸 深 井 戸

取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合

県 北

県 中

県 南

会 津

南会津

相 双

いわき

計

地 域

地 表 水 地 下 水
湧 水 浄水受水 計

ダ ム 湖 水 表 流 水 伏 流 水 浅 井 戸 深 井 戸

取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合 取水量 割合



ア）年平均増減数 ・
イ）年平均増減率 （ ）
ウ）修正指数曲線式
エ）べ き 曲 線 式 ・
オ）ロジスティック曲線式（最小二乗法）（ 以下 最小二乗法

カ）ロジスティック曲線式（三群法） （ 以下 三群法）

資 料 編

市町村名 福島県 普及率 の将来予測
単位 普及率（％）

相関係数
年平均増減数
年平均増減率 （ ）
修正指数曲線
べき曲線
ロジスティック曲線（最小二乗法） ｛ （ ）｝
ロジスティック曲線（三群法） ｛ （ ）｝

基準（ ）の年

実

績

値

将

来

値

元号 西暦 （実績値）
年平均
増減数

年平均
増減率

修正指数
曲 線 べき曲線

ロジスティック曲線
（最小二乗法）

ロジスティック曲線
（三群法）



資 料 編

年平均増減数

年平均増減率

修正指数曲線

べき曲線

ロジスティック（最小二乗法）

ロジスティック（三群法）

推計値 相関係数 備 考

不 適

採 用

福島県の水道普及率は ％ ％と推計されましたが、平成 年度

（ ）の推計値が実際の水道普及率 ％と一致した修正指数曲線とロジ

スティック曲線（三群法）のうち、相関関係が高い後者を採用し、平成 年

度（ ）に ％としました。

推計値 相関係数 備 考



資 料 編

広域圏及び
ブ ロ ッ ク

中
通
り
広
域
水
道
圏

会 津
広域水道圏

浜 通 り
広域水道圏

県 外

県
北
ブ
ロ
ッ
ク

県
南
ブ
ロ
ッ
ク

小 計

年度
（ ）

総人口

（人）

普及率

（％）

給水
人口

（人）

人 日

（ 人 日）

最大 平均

日給水量

（ 日）

最大 平均

年 間
給水量

（千 ）

既 開
発水量

（ 日）

開 発
見込水量

（ 日）

過不足
水 量

（ 日）

開発見込水系名及
び開発見込み水量

摺上川ダム

今出ダム

本構想の目標年は平成 年度であるが、長期的な水道水の需要と供給の状況を見るため、平成 年度まで

の数値を示した。

広域圏及び
ブ ロ ッ ク

年度
（ ））

総人口

（人）

普及率

（％）

給水
人口

（人）

人 日

（ 人 日）

日給水量

（ 日）

年 間
給水量

（千 ））

既 開
発水量

（ 日））

開 発
見込水量

（ 日））

過不足
水 量

（ 日））

開発見込水系名及
び開発見込み水量

最大 平均 最大 平均



資 料 編

項 目（手段）

収 入 増 加 策

支

出

抑

制

策

効率的設備投資

事務業務運営方式の改善

維持管理方法の改善

組織の再編・労務形態見直し

財務運用の適正化

委 託 化

アウトソーシング
（事業体 民間会社等）

第三者委託
（事業体 民間会社等）

第三者委託
（事業体 事業体）

委託者

委託者

委託者

受託者

概 要

給水普及率の向上、従量料金逓増度合い見直し、不納欠損
金の解消、受託工事費の適正化、下水道料金徴収費・消火
栓補償金等の費用負担基準の見直し、加入金の見直し、雑
収益に係る料金等のその他営業収益及び営業外収益の強化
を図る。

施設統廃合による合理化，近隣水道事業体との施設共同化、
建設コストの縮減、材料支給制度の見直し、コストベネ
フィット分析・アセットマネジメントの導入、 、既存
ストックの有効利用、水運用の適正化、施設の長寿命化等
により経費を削減する。

業務プロセスの見直し、業績制度の導入、設備台帳等の各
種情報システムの活用（ 化）、品質管理・原価管理の充実、
検針・集金等業務の改善、業務の標準化・マニュアル化、
内部牽制制度の確立、生産性・収益性等の経営指標改善等
により効率化を図る。

備品在庫の適正化、電力使用の見直しによる省エネ、新エ
ネルギーの導入、施設運転管理方法の見直し、施設利用率
の向上、不要資産の適正処分、施設上下空間の有効利用、
開閉栓等業務の改善等により経費を削減する。

組織・機構の再編、人員配置・職務分掌の見直し、時間外
業務の見直し、上下水道組織の一体化などにより効率化、
能率改善を図る。

積立金の適正化、修繕引当金の活用、内部留保資金の適正
化、資金運用方法の見直し等により改善を図る。

従来の業務委託、第三者委託により効率的な運営を確保す
る。

従来の業務委託（水道法 条の 以外）により、民間のノ
ウハウを活用して効率的な事業運営を図る。事業実施主体
は不変であるが、経営資源（人材）の不足を安価で補うこ
とができる（人材派遣を含む）。

民間会社等に技術上の管理業務を性能発注により委託し、
権限を委譲して受託者のノウハウ、裁量により水道の全部
又は一部の管理の効率化を図る。受託者の創意工夫により
経費を削減できる。

水道事業体に技術上の管理業務を委託し、権限を委譲して
受託者のノウハウ、裁量により水道の全部又は一部の管理
の効率化を図る。人材不足の解消、一定の技術力を確保で
きる他、経費も削減可能となる。

水道事業体から技術上の管理業務を受託し、主体的に水道
の全部又は一部の管理を行う。自らの施設管理と合わせて
実施することでスケールメリット、受託収益が期待でき、
既存の技術力、人材が活用できる。

項 目（手段） 概 要



資 料 編

圏域

中通り

会津

浜通り

検査体制

自己検査

共同検査

委託検査

自己検査

共同審査

委託検査

自己検査

共同検査

委託検査

福島地方
水企業団

白河水企
業団

地方公共
団体の機
関

厚生労働
大臣登録
機関

喜多方水
企業団

地方公共
団体の機関

厚生労働
大臣登録
機関

相馬水企
業団

地方公共
団体の機
関

厚生労働
大臣登録
機関

毎月検査

郡山市（上水）

福島（企）、福島市、川俣
町、安達町 、東和町
、桑折町、国見町、梁

川町 、月舘町 、伊達
町 、保原町 、霊山町
、飯野町

白河（企）、白河市 、
東村 、矢吹町、中島村

郡山市（簡水）、大玉村、
泉崎村、大越町 、古
殿町、常葉町

福島市（簡水）、須賀
川市 、二本松市 、
岩代町 、本宮町、白
沢村、長沼町 、鏡石
町、岩瀬村 、天栄村、
矢祭町、塙町、鮫川村、
石川町、玉川村、平田
村、浅川町、三春町、
滝根町 、都路村 、
常葉町 、西郷村、表
郷村 、石川町、玉川
村、三春町、小野町、
船引町

会津若松市 、会津若
松（企）（一部）

喜多方（企）、喜多方市

三島町、昭和村、磐梯
町

舘岩村 、檜枝岐村、
南郷村 、只見町、熱
塩加納村 、西会津町、
高郷村、猪苗代町、湯
川村、河東町 、会津
本郷町 、新鶴村 、
金山町、田島町 、北
会津村 、塩川町 、
西会津町、猪苗代町、
会津坂下町、会津高田
町 、会津本郷町 、
会津若松（企）

いわき市、原町市
（ を除く）

相馬（企）、民営簡易
水道 事業

双葉（企）
（いわき市に委託）

原町市 （ のみ）、
葛尾村、小高町 、飯
舘村、浪江町

事業
者数 ヶ月に 回の検査

郡山市（上水）

福島（企）、福島市、川俣
町、安達町 、東和町
、桑折町、国見町、梁
川町 、月舘町 、伊達
町、保原町 、霊山町
、飯野町

白河（企）（一部）

郡山市（簡水）、大玉村、
古殿町、常葉町

白河（企）（一部）、福島
市（簡水）、須賀川市 、
二本松市 、白河市 、
岩代町 、本宮町、白沢
村、長沼町 、鏡石町、
岩瀬村 、天栄村、矢吹
町、泉崎村、東村、中島
村、矢祭町、塙町、鮫川
村、石川町、玉川村、平
田村、浅川町、三春町、
滝根町 、大越町 、都
路村 、常葉町 、西郷
村、表郷村 、石川町、
玉川村、三春町、小野
町、船引町

会津若松市 （一部）、
会津若松（企）（一部）

昭和村

会津若松市（一部）、喜
多方市 、舘岩村 、檜
枝岐村、南郷村 、只見
町、熱塩加納村 、西会
津町、高郷村 、磐梯
町、猪苗代町、湯川村、
河東町 、会津本郷町
、新鶴村 、金山町、

三島町、田島町 、北会
津村 、塩川町 、西会
津町、猪苗代町、会津坂
下町、会津高田町 、会
津本郷町、会津若松
（企）、喜多方（企）

いわき市

相馬（企）（一部）、
民営簡易水道 事業

双葉（企）
（いわき市に委託）

原町市 、葛尾村、小
高町 、飯舘村、浪江
町、相馬（企）（一部）

事業
者数 その他の検査

郡山市（上水）

福島（企）、福島市、川俣
町、安達町 、東和町
、桑折町、国見町、梁
川町 、月舘町 、伊達
町、保原町 、霊山町
、飯野町

白河（企）（一部）

郡山市（簡水）、大玉村、
古殿町、常葉町

白河（企）（一部）、福島
市（簡水）、須賀川市 、
二本松市 、白河市 、
岩代町 、本宮町、白沢
村、長沼町 、鏡石町、
岩瀬村 、天栄村、矢吹
町、泉崎村、東村、中島
村、矢祭町、塙町、鮫川
村、石川町、玉川村、平
田村、浅川町、三春町、
滝根町 、大越町 、都
路村 、常葉町 、西郷
村、表郷村 、石川町、
玉川村、三春町、小野
町、船引町

会津若松市 （一部）、
会津若松（企）（一部）

会津若松市（一部）、喜
多方市 、舘岩村 、檜
枝岐村、南郷村 、只見
町、熱塩加納村 、西会
津町、高郷村 、磐梯
町、猪苗代町、湯川村、
河東町 、会津本郷町
、新鶴村 、金山町、

三島町、田島町 、昭和
村、北会津村 、塩川町
、西会津町、猪苗代

町、会津板下町、会津高
田町 、会津本郷町 、
会津若松（企）、喜多方
（企）

いわき市

相馬（企）（一部）、
民営簡易水道 事業

原町市 、葛尾村、小高
町 、飯舘村、浪江町、
相馬（企）（一部）、双葉
（企）

事業
者数

は合併前市町村

圏域 検査体制 毎月検査 事業
者数 ヶ月に 回の検査 事業

者数 その他の検査 事業
者数
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